
 

 

 

 

 

 

１ 研究主題の設定理由 

令和３年度から、本校校舎内に特別支援学校分校が設置されることとなった。本校

生徒が特別支援学校分校の生徒と同じ校舎内で学校生活を行うことになり、今まで

には生じなかったエクスクルーシブ(排他的)な問題が発生することも懸念される。

そこで、令和２年度の道徳教育を通じて、 

⑴  本校生徒が、障害のある生徒に対する理解を深め、自分以外の価値観に触れてほ

しい 

⑵  本校生徒と特別支援学校分校の生徒がお互いの存在を認め合い、共生できる学

校を目指したい 

ということを理由に主題を設定した。 

 

２ 研究の仮説 

  「ＭＳＰ 松伏スーパープレゼンテーション」や障害者理解学習の実施により、 

 ⑴ 他者の価値観や物事の見え方が、自分と同じではないことに自覚し、他者を尊

重する生徒が増える。 

 ⑵ 障害に対する理解が深まり、共生する上でできることを１つでも挙げることが

できるようになる。 

 

３ 研究の経過 

  １０月 ９日（金）在り方生き方教育講座   （２学年） 

           【講師：鳥居徹也氏（夏見台幼稚園・保育園園主）】 

  １１月２７日（金）障害者理解学習（ＬＨＲ（道徳）の時間に絵本を用いた） 

    及び事前調査     （全学年） 

  １２月２１日（月）障害者理解学習（人権教育講演会）  （全学年） 

    【講師：鏡味仙成氏（太神楽曲芸協会）】 

       ＭＳＰ 松伏スーパープレゼンテーション （全学年） 

  １２月２２日（火）障害者理解学習（アクティブラーニング） （１学年） 

【講師：西澤香教諭（越谷西特別支援学校 特別支援教育コ 

    ーディネーター）】 

１月２９日（金）障害者理解学習（特別支援教育）及び事後調査（１、２学年） 

【講師：西澤香教諭（越谷西特別支援学校 特別支援教育コ 

    ーディネーター）】 

研究主題「インクルーシブ教育」 

〜ありのままの他人を認める道徳教育の実践〜 
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４ 研究の内容 

⑴ １１月２７日（金） 障害者理解学習（絵本を用いた）（全学年） 

絵本「みえるとか みえないとか」(ヨ

シタケシンスケ著、アリス館)を用いて、

他者理解、障害者理解を目的とした授業を

行った。後ろが見える宇宙人と宇宙を旅す

る人間の話である。自分自身とは違う「当

たり前」を持つ人との接し方を考える上で

効果的だと考え、この絵本を採用した。画

像をアニメーション化し、４人の教員がセ

リフやナレーションを行って、紙芝居風動

画を作成した。全教室でプロジェクターを活用して動画を視聴し、①絵本の主訴 

②自分とは違う「当たり前」を持つ人との接し方の２点について、生徒一人一人が

仮説を立てた後にディスカッションをした。 

⑵ １２月２１日（月） 障害者理解学習（人権教育講演会）（全学年） 

講師として太神楽師の鏡味仙成氏（太神楽曲芸協会）を招いた。

識字障害がありながらも、自分の輝ける道を探して職に就き、日々

技術を磨かれている方である。講演題目は「できることで輝く」、

講演目的は障害者理解である。新型コロナウイルス感染対策とし

て、１、２学年は体育館で受講し、３学年は教室にて中継映像で

受講した。構成は、①太神楽披露②教員からのインタビュー③質

疑応答の３部構成にした。障害を「一生付き合い続ける友達」の

ように捉え、「できること」前向きに努力し続ける姿は、多くの

生徒の心を動かした。また、障害がある方に対しての向き合い方

についても御助言いただき、来年度から設置される分校の生徒と

の共生方法についても学ぶことができた。 

⑶ １２月２１日（月） ＭＳＰ 松伏スーパープレゼンテーション（全学年） 

８年目となる本校名物行事である。目的は言語活動の充実、

他者理解及び他者尊重の態度の育成、人権感覚の育成である。

立候補した５組７名の生徒が、興味関心があることについて

プレゼンテーションを行った。内容は趣味（ゲームやアイドル

の紹介）や楽器の披露、自己啓発（逆算力）と多岐にわたった。

こちらは感染対策として、２学年が中継映像で鑑賞した。発表

した生徒は、いずれも準備や練習を熱心に繰り返し、堂々とし

たプレゼンテーションを行うことができた。また、発表を聴い

た生徒は、メモをとったりリアクションをとったりするなど、

肯定的に傾聴する姿勢であった。プレゼンテーション終了後、

全校生徒が発表者に対してメッセージカードを記入して送っ



た。発表者の魅力的な部分について取り上げて書く生徒が多く、他者を受容し理解

する姿勢を感じることができた。 

⑷ １２月２２日（火） 障害者理解学習（アクティブラーニング）（１学年） 

目的は、対話をとおして⑴から⑶の内容

を振り返り、分校の生徒との共生に向けて

学びをまとめることである。知識構成型ジ

グソー法で実施した。目標を「本校の生徒

と分校の生徒が安全安心に学校生活を送

るための行動目標を作る」として、エキス

パート班を５班（図参照）に振り分けた。

その中の１班は、越谷西特別支援学校の西

澤香教諭を招き、講演会を行った。講演で

は、特別支援学校の授業風景の説明や、生徒

からの質問に答えていただいた。YouTube に

アップされている、発達障害に関する動画

を視聴する班を設けるなど、過去の学びを

振り返る活動だけではなく、調べ学習や講

演を混ぜることで、共生するためのイメー

ジがしやすくなるように設計した。どのエキスパートも積極的に学び、その後のジ

グソー活動でも時間が足りなくなるくらい充実した活動が展開された。また、クロ

ストークで挙がった行動目標を、各クラスの代表者が持ち寄り、学年全体としての、

分校の生徒との共生に向けての行動目標を設定した。最終的には「臨機応変に助け

合いながらコミュニケーションをとり、互いに過ごしやすい環境を作る」に決まっ

た。目標を各クラスに掲示することで、今回の学びを踏まえて共生する意識を持ち

続けたい。 

⑸ 障害者理解学習（講演会）（１，２学年） 

越谷西特別支援学校の西澤香教諭を招き、講演会を行っ

た。感染防止の観点で、１学年ごとに分けて実施した。内容

は、①特別支援学校について②特別支援教育の種類③障害の

特徴と疑似体験④障害の捉え方の４部構成で、特別支援学校

の授業の内容や、普段は意識しないような障害に対する捉え

方についてのお話を聞くことができ、来年度に分校の生徒と共生するイメージが一

層深まったように感じた。 

⑹ 他者理解・障害者理解に関する事前調査、事後調査（全学年） 

⑴を開始する前に事前調査を、⑸の終了後に事後調査を実施した。他者理解に関

する質問項目では、突発的に重いテーマである質問をされると答えにくいと予測

し、予備質問として「当たり前」が大きく違う人と鳥の比較を事例に出した。結果

考察については後述する。 



５ 研究の成果と課題 

⑴ 成果 

事前・事後の調査結果は下表のとおりである。他者と価値観が違っていても、自

己受容、他者受容ができる生徒の割合が共に増加した。また、特別支援学校や障害

の種類に対する認知度も増加した。 

また、下図は生徒の感想を抜粋したものである。他者を尊重することや、障害者

に対する理解を深めたことがわかる。１学年については、分校の生徒と共生する上

での行動目標も立てることができ（４⑷参照）、来年度に向けたイメージも深める

ことができた。 

⑵ 課題 

調査結果としては効果を感じられたが、あくまでも「そう考えている」だけの話

である。大切なのは他者との関わりの中でどう実践するかである。今年度は、人の

移動を制限する感染防止の為、残念ながら実践に移す機会を設けることができなか

った。次年度は実際に分校の生徒が入学するので、お互いが過ごしやすい環境を共

に作り合えるような活動をとおして、研究を進めたい。 

①自分の価値観や考えが周りと違うとき、  
あなたはどの程度、自信を持てますか？ (%) 

②友達が自分の価値観や考えと違うとき、  
友達をどの程度、受け入れられますか？(%) 

③特別支援学校とはどのような  
学校かを知っていますか？ (%) 

 

④あなたの知っている障害を  
選んでください。(%) 


